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令
和
元
年
六
月
十
六
日

第
十
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
（
一
～
五
月
）
に
斎
行
さ
れ

た
祭
典
と
行
事

【
月
次
祭
】
平
成
三
十
年
度
～
令
和
元
年
度

〈
一
月
〉
八
日
・
二
十
日

〈
二
月
〉
一
日
・
二
十
五
日

〈
三
月
〉
九
日
・
二
十
一
日

〈
四
月
〉
二
日
・
二
十
六
日

〈
五
月
〉
八
日
・
二
十
日

※
参
列
者
の
延
べ
人
数
は
八
十
名
で
し
た
。

【
一
月
】
平
成
三
十
一
年

歳
旦
祭(

一
日
）
・
元
始
祭(

三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭(

三
日)

・
紀
元
節
祭(

十
一
日
）

祈
年
祭(

十
七
日)

【
三
月
】

ひ
な
祭(

三
日)

・
東
日
本
大
震
災
慰
霊
並
び
に

復
興
祈
願
祭(

十
一
日
）
・
天
皇
陛
下
御
即
位
三

十
年
奉
祝
祭
（
二
十
一
日
）

【
四
月
】
平
成
三
十
一
年
度

第
九
回
総
代
会
（
二
十
日

）
・
子
ど
も
の
集
ひ

（
二
十
七
日
）
・
昭
和
祭(

二
十
九
日
）

天
皇
陛
下
御
譲
位
御
安
泰
祈
願
祭
（
三
十
日
）

【
五
月
】
令
和
元
年

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
祭
（
一
日
）

今
津
山
手
し
ろ
へ
び
祭(

十
九
日
）

【
元
日
】
一
月
一
日
（
火
）

平
成
三
十
一
年
の
年
明
け
も
晴
天
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
初
詣
で
境
内
は
賑
は
ひ
ま

し
た
。
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
行
列
が
続
き
ま

し
た
。
特
に
今
年
は
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る

方
が
多
く
、
三
が
日
で
五
百
件
近
く
あ
つ
た

の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
九
時
半
か
ら
の
歳

旦
祭
で
は
「
鈴
舞
」
の
奉
納
を
し
、
崇
敬
者

・
参
詣
者
方
々
の
無
病
息
災
・
開
運
招
福
を

祈
念
し
ま
し
た
。

【
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
祭
】

三
月
二
十
一
日

当
日
は
月
次
祭
（
巳
の
日
）
に
続
け
て
、

奉
祝
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
祝
詞
奏
上
に
続

き
、
奉
納
で
は
今
の
上
皇
陛
下
の
御
製
八
首

を
参
列
者
全
員
で
奉
唱
し
、
神
前
神
楽
は
「
御

稜
威
の
舞
」
を
巫
女
二
人
が
舞
ひ
納
め
ま
し

た
。四

月
三
十
日
に
は
、
天
皇
陛
下
御
譲
位
御

安
泰
祈
願
祭
を
、
五
月
一
日
に
は
、
天
皇
陛

下
御
即
位
奉
祝
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
多
く
の
参
詣
者
で
境
内
は
賑

は
ひ
ま
し
た
。
新
た
な
令
和
の
御
代
を
こ
ぞ

つ
て
お
祝
ひ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】
（
五
）

～
社
報
「
し
ろ
へ
び
」
か
ら
～

（
Ⅵ
）
神
社
本
庁
の
功
績

⑵
戦
没
者
の
合
祀
と
国
家
護
持
運
動

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
靖
国
神
社
へ
の
敵
視
が
尋
常
で
な
か
つ

た
こ
と
は
、
靖
国
神
社
を
焼
却
す
る
計
画
が
あ
つ
た

こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。
意
見
を
求
め
ら
れ
た
駐
日

ロ
ー
マ
法
王
代
表
・
バ
チ
カ
ン
代
理
公
使
の
ブ
ル
ー

ノ･

ビ
ッ
テ
ル
神
父
の
『
戦
没
者
に
敬
意
を
は
ら
ふ
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
靖
国
神
社
を
焼
却
す
る
と
い

ふ
暴
挙
が
極
め
て
不
名
誉
な
こ
と
に
な
る
』
の
回
答

に
よ
っ
て
、
焼
却
と
い
ふ
最
悪
の
事
態
は
免
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
と
靖
国
神
社
の

精
神
的
な
つ
な
が
り
を
断
ち
切
ら
う
と
す
る
施
策
は
、

着
実
に
進
め
ら
れ
、
今
日
に
お
い
て
も
そ
の
残
滓
は

一
部
の
近
隣
諸
国
や
日
本
人
に
も
あ
る
こ
と
は
、
承

知
の
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
、
わ
が
国
は
主
権
は

回
復
し
た
け
れ
ど
も
、
六
年
八
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た

る
占
領
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
で
も
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
ゐ
な
い
戦
没
者
が
、

二
百
万
人
近
く
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
戦

没
者
の
合
祀
の
為
に
創
立
さ
れ
た
の
が
、
靖
国
神
社

奉
賛
会
で
す
。
そ
の
奉
賛
会
の
会
長
に
は
崇
敬
者
総

代
の
北
白
川
祥
子
様
、
顧
問
に
は
総
理
大
臣･

衆
参
両

議
院
議
長･

閣
僚
が
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
理
事

に
は
都
道
府
県
知
事･

都
道
府
県
議
長
が
名
を
連
ね
ま

し
た
。
将
に
政･

官･

民
一
体
と
な
つ
た
組
織
で
し
た
。

募
金
活
動
も
行
は
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
七
億

五
千
万
円
の
浄
財
が
集
ま
り
ま
し
た
。

合
祀
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
厚
生
省
が
全
面
的
な

協
力
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
公
費
を
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺
族
援
護
行
政
を
所
轄
す

る
立
場
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
に
対
し
て
靖
国
神

社
の
合
祀
事
務
に
関
し
て
協
力
す
る
要
請
を
出
し
た

の
で
し
た
。
合
祀
事
務(

祭
神
名
票
）
は
、
厚
生
省
と

都
道
府
県
と
靖
国
神
社
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ

た
の
は
、
国
民
の
熱
い
要
望
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と

は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
よ
つ
て
、
何
の
問
題
も
な
く

合
祀
は
昭
和
四
十
六
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
合
祀
の
活
動
が
、
靖
国
神
社
国
家

護
持
運
動
の
機
運
を
一
層
盛
り
上
げ
た
の
で
し
た
。

国
の
た
め
に
殉
じ
た
戦
没
将
兵
を
国
家
が
慰
霊
す
る

こ
と
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
当
然
の
こ
と
と
し
て

行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
、
当
時
の
日
本
も
国
家
護
持

の
国
民
世
論
は
圧
倒
的
で
し
た
。

「
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
」
の
上
程
と
成
立
を
中

心
と
な
つ
て
推
進
し
た
の
は
、
神
社
本
庁
と
日
本
遺

族
会
で
し
た
。
「
靖
国
神
社
国
家
護
持
貫
徹
国
民
協

議
会
」(

靖
国
協
）
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
六

月
に
は
法
案
が
初
め
て
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
靖
国
神
社
国
家
護
持
と
そ
の
後

靖
国
神
社
を
国
家
が
責
任
を
持
つ
「
国
家
護
持
」

は
二
千
万
人
以
上
の
署
名
に
よ
つ
て
、
前
後
六
回
に

わ
た
つ
て
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
六
回
目

の
昭
和
四
十
九
年
四
月
、
こ
の
「
靖
国
法
案
」
は
衆

議
院
の
内
閣
委
員
会
を
自
民
党
の
単
独
採
決
に
よ
り

可
決
通
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
お
い
て
、

衆
議
院
法
制
局
の
『
靖
国
神
社
法
案
の
合
憲
性
』
と

題
す
る
見
解
が
出
回
り
、
「
名
称
は
踏
襲
す
る
が
、

宗
教
性
を
帯
び
な
い
性
格
の
も
の
に
す
る
」
と
い
ふ
、

神
道
祭
祀
無
き
国
家
護
持
に
す
る
と
い
ふ
と
ん
で
も

な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
自
民
党
も
は
つ

き
り
と
し
た
見
解
を
述
べ
ず
、
国
民
の
悲
願
は
台
無

し
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

勿
論
、
野
党
・
労
働
団
体
・
宗
教
団
体
・
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
等
に
よ
る
猛
烈
な
反
対
運
動
も
あ
り
終
に
廃

案
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
よ
り
、
靖
国
神
社
創
建
以

来
の
祭
祀
伝
統
が
損
な
は
れ
る
こ
と
に
断
固
反
対
の

姿
勢
で
あ
つ
た
神
社
本
庁
は
、
国
家
護
持
は
困
難
と

判
断
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
昨
年
、
靖
国
神
社
に
戦
後
七
十
年
を
記
念
し
て

正
式
参
拝
を
し
た
折
り
の
靖
国
神
社
の
禰
宜
の
こ
と

ば
が
思
ひ
出
さ
れ
ま
す
。
「
私
た
ち
は
こ
の
靖
国
神

社
を
国
家
か
ら
一
時
的
に
お
あ
づ
か
り
し
て
ゐ
る
と

い
ふ
気
持
ち
で
日
々
奉
仕
し
て
ゐ
ま
す
。
」

「
靖
国
神
社
国
家
護
持
貫
徹
国
民
協
議
会
」
は
、

新
た
な
国
民
運
動
を
目
指
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
称
も
「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
」
と
な
り
、
英
霊
に

対
す
る
国
・
国
民
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
確
立
す
る
た

め
の
国
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
か
ら
、
首
相
並
び
に

閣
僚
の
公
式
参
拝
実
現
を
求
め
る
署
名
活
動
を
始
め
、

全
国
で
一
千
万
名
の
署
名
を
集
め
る
成
果
を
収
め
ま

し
た
。

⑷
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

一
国
の
総
理
大
臣
が
、
自
国
の
戦
没
者
慰
霊
の
中

心
的
施
設
の
参
拝
に
内
政
干
渉
さ
れ
る
と
い
ふ
異
常

は
い
つ
ま
で
続
く
の
で
あ
ら
う
か
。

実
は
、
昭
和
二
十
六
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
調
印
後
、
春
秋
の
例
大
祭
を
中
心
に
首
相
の
靖

国
神
社
参
拝
は
半
ば
恒
例
化
し
、
吉
田
茂
首
相
か
ら

中
曽
根
首
相
ま
で
十
人
の
首
相
が
延
べ
五
十
六
回
参

拝
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
間
諸
外
国
か
ら
と
や
か
く
言

は
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
し
た
。

―
私
的
・
公
的
参
拝
―

首
相
の
中
で
初
め
て
終
戦
記
念
日
に
参
拝
し
た
の

は
昭
和
五
十
年
の
三
木
首
相
で
し
た
。
そ
の
際
に
私

的
参
拝
で
あ
る
と
表
明
し
て
以
降
、
首
相
の
参
拝
が

私
的
か
公
的
か
を
問
は
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
木
首
相
は
、
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
の
武

道
館
で
の
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
と
「
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
墓
園
」
に
は
公
人
と
し
て
、
靖
国
神
社
は
私

人
と
い
う
ふ
、
奇
妙
な
こ
と
を
行
つ
た
人
で
し
た
。

戦
後
三
十
年
の
こ
の
年
に
は
、
昭
和
天
皇
は
靖
国
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神
社
に
御
親
拝
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
八
月
十
五
日
に
は
三
木
首
相
の
後

継
者
で
あ
る
福
田
赳
夫
首
相
が
靖
国
神
社
に
「
私
人
」

と
し
て
参
拝
。

昭
和
五
十
七
年
中
曽
根
内
閣
が
誕
生
し
、
同
首
相

は
靖
国
神
社
参
拝
に
は
積
極
的
で
し
た
。
春
秋
の
例

大
祭
、
終
戦
記
念
日
、
正
月
に
も
参
拝
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
年
九
月
に
中
国
か
ら
「
Ａ
級

戦
犯
を
祀
る
靖
国
神
社
に
公
式
参
拝
し
た
の
は
、
中

国
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
民
の
感
情
を
傷
つ
け
る

も
の
」
と
の
非
難
の
声
が
あ
が
つ
た
の
で
す
。

《
続
く
》

戦
後
七
十
年
以
上
が
経
過
し
、
英
霊

と
直
接
ご
縁
の
あ
る
ご
遺
族･

戦
友
各

位
が
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
る
中
、
国

を
思
ひ
、
祖
国
を
愛
し
、
家
族
を
慈
し

み
つ
つ
散
華
さ
れ
た
英
霊
の
御
心
を
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
戦

後
に
生
き
る
私
ど
も
の
責
務
と
し
て
、

こ
の
記
念
事
業
を
是
非
と
も
成
功
さ
せ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

平成 28 年から奉賛を呼びか

けてゐます。

『
御
製
碑
の
建
立
に
決
定
』

当
崇
敬
会
は
、
三
月
二
十
三
日
に
役
員
会
（
六

名
）
を
開
催
し
、
三
つ
の
案
の
中
か
ら
左
記
に

示
す
理
由
に
よ
り
、
御
製
碑
の
建
立
が
最
も
相

応
し
い
と
全
会
一
致
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

尚
、
建
立
の
場
所
は
、
正
面
東
側
御
神
木
楠

木
の
側
と
な
り
ま
し
た
。
御
製
は
、

津
波
来
し
時
の
岸
辺
は
如
何
な
り
し
と

見
下
ろ
す
海
は
青
く
静
ま
る

《
建
立
の
趣
旨
》

今
年
は
御
代
替
わ
り
の
大
き
な
節
目
の
年
で

す
。
平
成
の
御
代
に
創
建
さ
れ
た
当
神
社
と
し

て
は
、
忘
れ
得
ぬ
大
き
な
出
来
事
で
あ
つ
た
東

日
本
大
震
災
を
わ
が
事
と
し
て
、
次
の
世
に
語

り
継
ぐ
こ
と
も
一
つ
の
役
目
で
あ
り
ま
せ
う
。

『
こ
れ
は
い
つ
か
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
い
つ

か
あ
る
こ
と
』
と
し
て
よ
り
多
く
の
参
詣
者
に

し
っ
か
り
と
記
憶
し
て
貰
ひ
た
く
切
に
望
む
と

こ
ろ
で
す
。

御
祭
神
（
宗
像
三
女
神
）
は
、
海
原
の
平
穏
を

護
る
神
々
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
今
津
の
地
に

鎮
座
す
る
神
社
の
境
内
に
、
こ
の
御
製
碑
を
見

出
す
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
で

せ
う
。

こ
の
御
製
は
平
成
二
十
四
年
の
歌
会
始
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し
く
も
こ
の
年
の
十
二
月

に
当
神
社
は
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

願
は
く
は
、
参
拝
時
に
こ
の
御
製
碑
に
ふ
れ
、

心
の
片
隅
に
宿
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
ひ
で
あ
り

ま
す
。

令
和
元
年
度
崇
敬
会
役
員
会
の
開
催

を
予
定
し
て
ゐ
ま
す
。

・
七
月
十
三
日(

土)

十
一
時
よ
り

・
社
務
所
二
階
に
て

※

役
員
の
方
に
は
ご
連
絡
し
ま
す

【お知らせ】

御製碑の建立予定地となつてゐ

る所。後ろは楠木の御神木です。

令和元年五月末現在の会員数

・個人会員；１９９名

・法人会員；１６団体

総計；２１５

白蛇神社崇敬会会員の増員に

ご協力ください。
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【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

○
「
和
歌･

漢
詩

明
治
維
新
百
人
一
首
」

不
二
歌
道
会
編･

発
行

○
「
日
本
国
紀
」

百
田
尚
樹
著

幻
冬
舎
出
版

○
「
『
日
本
国
紀
』
の
副
読
本
」

百
田
尚
樹･

有
田
香
著

産
経
セ
レ
ク
ト

○
「
靖
國
の
精
神
史
」

、

～
日
本
人
の
国
家
意
識
と
守
護
思
想
～

小
堀
桂
一
郎
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

○
「
い
の
ち
の
賛
歌
」

～
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
た
８
人
の
物
語
～

神
渡
良
平
著

致
知
出
版

○
「
志
が
人
と
組
織
を
育
て
る
」

~

グ
ル
メ
回
転
寿
司
「
銚
子
丸
」
が
吉
田
松
陰
か
ら
学
ん
だ
理
念~

堀
地
速
雄
・
神
渡
良
平
著

廣
済
堂
出
版

【
全
国
に
知
ら
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
】

一
昨
年
か
ら
週
刊
誌
（
「
女
性
セ
ブ
ン
」)

に
当
神

社
が
紹
介
さ
れ
て
か
ら
次
々
と
各
社
に
掲
載
さ
れ
る

や
う
に
な
り
ま
し
た
。
婦
人
公
論
の
本
「
開
運
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト･

ガ
イ
ド
」
や
宝
島
社
の
「
成
功
し
て
い

る
人
が
訪
れ
る
日
本
の
神
社
」
、
主
婦
の
友
生
活
シ

リ
ー
ズ
か
ら
「
厄
除
け･

開
運･

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ニ

ッ
ポ
ン
の
神
社
」
そ
し
て
、
旅
行
専
門
誌
ぴ
あ
か
ら

は
「
西
日
本
御
朱
印
め
ぐ
り
開
運
さ
ん
ぽ
旅
」
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
と
思
ひ
ま
す
が
、
こ
の

四

月

末

か

ら

の

改

元

に

伴

ふ

十

連

休

で
は
、

約

五

・

六

千
人
の
参
詣
者
が
あ
り
ま
し
た
。
御
朱
印
帳
に
至
つ

て
は
、
お
よ
そ
一
七
〇
〇
件
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道

や
沖
縄
か
ら
も
お
参
り
が
あ
り
ま
し
た
。
有
り
難
く
、

感
謝
の
至
り
で
す
。

七
夕
の
夕
べ
（
ご
案
内
）

～
雅
楽
と
神
楽
の
演
奏
会
～

・
七
月
六
日
（
土
）
午
後
六
時
開
演

・
会
場

岩
國
白
蛇
神
社

入
場
無
料

■
雅
楽
の
部

「
五
常
楽
急
」

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

■
神
楽
の
部

「
榊
舞
」
「
浦
安
の
舞
」
「
御
稜
威
の
舞
」

「
靖
国
の
舞
」

主
催
・
岩
国
雅
楽
会

昨年の演奏会の様子
（明治維新 150 年記念神楽祭）
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